










































y = -ax + b (1) 






















































図 1において，工場Pが， a km. b km離れた二つの原料供給地A, BからそれぞれXt. Ytの
原料を購入し， c km離れた一つの市場CへZtの製品を出荷する状況を考える。この時，輸送費


















z = LWjdi」 (3)
J ~ I 
ただし， Jは原料供給地ないし市場， iは工場， nは原料供給地と市場の総数， W 」は原料供給地J
から工場iへ輸送される原料の重量（あるいは工場iから市場Jへ輸送される製品の重量）， d I J 
は工場iと原料供給地（あるいは市場）jの間の距離である。もちろんこの場合でも，先の議論と
同様w=lとして考察することは可能で，その場合は， (4)式，
Z = Id i j (4) 








































大学名 学部 学科 H5 H6 H7 
北海道大 工 社会工学系 ※ ゜1 東北大 工 人間環境 ※ ※ 5 
筑波大 ん弟たニ一 社会工学類 3 4 6 
東工大 6類 1 ゜1 千葉大 園芸 ゜2 4 京都大 農 生物環境 ゜゜2 京都大 工 建築・土木系 ゜゜2 早稲田大 理工 建築 1 2 6 
東京理大 理工 建築 5 4 7 




































































































8)既に，田村和浩 (1992):新学習指導要領と地理教育の抱える課題．地理・地図資料， 4,No. 64. 
PP.12-13. 帝国書院や，田村和浩.(1993a): 地理教育における地図教育のありかたについて
地理月報 6,No. 409. P. 6-8. 二宮書店などにおいて，この懸念について触れ，系統的な地
理教育の必要性について述べた。また，茨城県高等学校教育研究会（茨高教研）主催の「平成
4年度高等学校授業方法に関する研究」で入選した拙稿 (1993b〉：生徒の実態に応じた地図の
指導方法に関する一試案（方位と縮尺を中心として）．研究集録，第21号， P.81-89. 茨城県
教育研究会においては 「2.研究のねらいーなぜ地図教育か」の「(3)大学の講座の問題か
ら」のなかで （系統的な地図教育について） 「（前略）全ての高等学校においても敦材の提
示の工夫次第で大いに実践されるべきであると考える。」というように，本稿の主軸となって
いる系統性の重視 (1993bの場合は地理教育における系統的な地図教育の位置づけについて
論述した）に関して，既に言及している。
9)この内容については，先に述べた表 1に示される事実や，本稿中で取り上げた生徒に代表され
る事例を挙げることができる。最近も，昨年度（平成7年度）筆者が文系地理の授業を担当し，
その後東京大学文科3類に進学した生徒二人が訪ねてくれ（平成8年6月），進路として人文
地理を考えている旨告げていった例があったが， これなども教師冥利につきる事実である。
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